
卒業認定・学位授与の方針
（ディプロマ・ポリシー：DP）

文学部歴史学科では、教育の理念にもとづいて定められた下記の5つの能力を身につけ、4年間在学し、必要な科目を124単位以上修得した学生に対して、卒業を認定し、学士（歴史学）の学位を授与する。

(DP1) 建学の理念を実践する力〔理解、関心・意欲、態度、主体性〕
　駒澤大学の建学の理念に基づき、自己形成と学問研究を密接に関連して行う態度や能力を修得していること。また、宗教に対する理解と寛容な態度を修得していること。
(DP2) 幅広い教養、多様性の理解と尊重〔知識、理解、関心、意欲、態度、主体性、多様性、協働性〕
　人文、社会、自然に対する豊かな教養を修得し、外国語の確かな運用能力と異文化を理解する力を身につけていること。歴史についての幅広い知識や理解力を修得し、様々な現象に対する歴史的洞察力を修得していること。異文化として歴史を理
解し、現代社会を客観的に理解する能力を身につけていること。
(DP3) 情報分析力と問題解決力〔技能、思考力、判断力、表現力〕
研究の素材となる史資料の所在を調査し、それらを収集する能力を備えていること。史資料の性格を的確に理解して正確に読み解く能力を修得していること。既存の研究の弱点や問題点を発見する批判能力を修得していること。幅広い教養や歴史の
理解を通じて問題発見能力を修得していること。
 (DP4) コミュニケーション能力〔技能、思考力、表現力、主体性、多様性、協働性〕
討論を通じて、他者を理解し、自己の研究を客観化する能力を身につけていること。みずからの調査・研究の結果から自分なりの仮説を構築し、その内容を論理的かつ明確に表現する能力を身につけ、卒業論文として公開すること。
 (DP5) 専門分野の知識・技能の活用力〔知識、技能、思考力、判断力、表現力、主体性、多様性、協働性〕
　自ら設定した問題意識に従って史資料との対峙・対話を行い、そこに内在する問題を掘り起こし、批判的な検討と客観的な分析を通じて、歴史を論理的かつ体系的に理解する能力を身につけていること。

教育課程の編成方針
（カリキュラム・ポリシー：CP）

1．教育内容
1）「仏教と人間」を必修科目とするとともに、「日本仏教史」および「仏教史」を専門科目として開講する。(DP1)
2）「教養教育科目」と「外国語科目」の履修により幅広い教養の修得を目指す。また、異文化理解力を高めるために、英語以外の外国語も必修とする。1年次には専攻別の「新入生セミナー」と「基礎演習」を同一の教員が担当し、大学生としての
基礎能力の育成から専門教育への導入までをシームレスに実施できるようにする。概説科目、史学概論を置いて専門教育への導入教育とし、各専攻に応じた歴史への興味を深めるような教育を行う。さらに専門教育への橋渡しとして、日本史学専攻
では史学史、考古学専攻では考古学史を必修とする。(DP2)
3）日本史学専攻では「史料講読」、「古文書研究」、「記録史料学」により、外国史学専攻では「研究法」と「文献史料講読」により、史資料を調査し、読解・分析する能力を養う。考古学専攻では「考古学発掘実習」と「考古学実習」により、考
古遺物や遺構、遺跡を調査・分析する能力を養う。(DP3)
4）「時代史」、「各説」、「特講」などの講義科目により、歴史を広く深く研究していく専門的知識や歴史把握の方法を修得する。歴史に対する幅広い理解や知識を修得することを目的とし、これらの科目は専攻の枠を超えて受講できるように配慮
する。 (DP4)
4）3年次の｢演習Ⅰ｣、4年次の｢演習Ⅱ｣により、史資料の読解方法を学ぶとともに、広い視野から洞察できる歴史的感覚、思考力、応用力を養い、自身の問題設定にもとづいて卒業論文を執筆する準備を行う。演習での個人発表により、自己の考え
を的確に表現する能力、討論からは異なる意見を理解し、真の歴史像を構築していく能力を養う。最終段階の｢卒業論文｣では、自ら設定した問題の解答を導き出し、それを的確に表現する能力を身につける。なお、考古学専攻では「考古学発掘実
習」において、協働性を発揮して報告書を作成する能力を養う。(DP5)

2．教育方法
1）入学年度の4月に新入生研修旅行を実施し、教員・学生間の親睦を深めるとともに、実際に史資料に触れることを通じて、歴史学科での学びへの円滑な導入を図る。
2）「新入生セミナー」、「基礎演習」、「研究法」、「演習」は、原則として少人数制のもとで、アクティブ・ラーニングを取り入れた教育を行う。
3）外国史学専攻と考古学専攻においては、１年次から４年次まで専任教員が担当するクラス制の授業や実習を設け、学生に対する手厚い指導や学修状況の経常的な把握を行う。
4）卒業時に卒業年次生よりアンケートを実施し、その内容を教育課程や教育方法の改善に活用する。

3．評価
歴史学科では，卒業認定・学位授業の方針（ディプロマ・ポリシー）、教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）、入学者受け入れの方針（アドミッション・ポリシー）に基づき、学生の入学時から卒業後の成長を見据えた教育を行う
ために、全学的に取り組む機関レベルの評価・測定（全学の該当部分を参照）と同時に、歴史学科三専攻の教育課程レベルと科目レベルでも学習成果の評価・測定を行う。

入学者受け入れ方針
（アドミッション・ポリシー：AP）

文学部歴史学科では、学科の学位授与の方針や教育目的を得心した、以下のような学生の入学を期待している。

1．歴史学科が求める学生像
（AP1）高等学校の教育課程において、日本史や世界史などの地理・歴史科目のみならず様々な知識を幅広く修得し、大学において教養と専門の知識・技能を修得するための基礎的な学力を持っている。〔知識、理解、技能〕
（AP2）本学が仏教の教えと禅の精神を建学の理念とする大学であることを理解し、かつ歴史に対する旺盛な好奇心と自発的に歴史を学ぼうとする熱意を持っている。また、本学科で修得した知識や技能を実社会で活かしたいという態度と目的意識
を有している。〔意欲、関心、態度〕
（AP3）現代に生きる我々が抱えている問題について、その歴史的背景を考え歴史的文脈に沿って理解し判断しようとする意識を持っている。また、物事を様々な角度から考える柔軟な思考力を持ち、根拠に基づいて考察・判断した結果を論理的に
表現する能力を有している。〔思考力、判断力、表現力〕
（AP4）自らの意見・考えを持ち、異なる意見や価値観を尊重し理解しながら、建設的に対話を進める能力を持つ。また、これまでに修得した技能や経験を活かし、多種多様な個性を有する本学科において主体的に協働していく意欲を有している。
〔主体性、多様性、協働性〕
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後期科目 ＤＰ（1～5） 科目NO. ＤＰ（1～5） 科目NO. ＤＰ（1～5） 科目NO.

■日本史学基礎演習(2) 2・3・4 2011160915 3・4・5 2013160920 3・4・5 2013160930

3・4・5 2023131600

ＤＰ（1～5） 科目NO.
2 2521160710

2・3 2521161000

ＤＰ（1～5） 科目NO.
2521160120

2521164815
2521158215
2521158230

ＤＰ（1～5） 科目NO.
2521161200

2521161300
2521161400
2521161500

ＤＰ（1～5） 科目NO. ＤＰ（1～5） 科目NO.
2511045010 2521073210
2511045020 2521073220

ＤＰ（1～5） 科目NO. ＤＰ（1～5） 科目NO.
2511045010 2521161600
2511045020 2521161700

2521161800
2521161900
2521162000
2521162100
2521162200
2521162210
2521200263

ＤＰ（1～5） 科目NO. ＤＰ（1～5） 科目NO.
2･3 2541122401/2 2・3 2541122501/2
2･3 2541122601/2 2・3 2541122701

2531025430 2541025441
2531025432 2531025433
2531025434 2531025435
2531025436 2531025437
2541025438 2541025439
2541025440 2541025441
2541025442 2541025443
2541025444 2541025445
2541025446 2541025447

2551061700 2551061800
2551061900 2551062000
2551063100 2551063300
2551063500 2551063700
2551063810 2551063820
2551063830 2551063840

ＤＰ（1～5） 科目NO. ＤＰ（1～5） 科目NO.
2511025460 2511025461
2531025462 2531025463
2541025464 2541025465
2531025466 2531025467
2541025468 2541025469
2531025470 2531025471
2541025472 2541025473

2･3･4 2511025474 2541025475
2511025476

2 2511192810 2 2511192820
1・2 2121174160 1・2 2121174165

2511082660 2511082662
2141119705 2141119710

ＤＰ（1～5）

1・2

ＤＰ（1～5）

1・2・3

ＤＰ（1～5） ＤＰ（1～5）

2 2

ＤＰ（1～5） ＤＰ（1～5）

2 2

ＤＰ（1～5） ＤＰ（1～5） ＤＰ（1～5）

1・2 3 3
ＤＰ（1～5） ＤＰ（1～5） ＤＰ（1～5） ＤＰ（1～5）

3・4 3・4

ＤＰ（1～5）

1

ＤＰ（1～5）

2513189700
2711166400

●人文地理学概説(4)
●美術史概説(4)
●仏教美術史(4)

2

科目NO.

●東洋史特講ⅣA/B(2)
●東洋史特講ⅤA/B(2)
●考古学史(4)
●ギリシャ語(4)
●ラテン語(4)
●西域美術史(4)
●哲学史(4)
●有職故実(4)
●日本民俗学(4)

●外国史各説Ⅸ(2) ●外国史各説Ⅹ(2)
●外国史各説Ⅺ(2) ●外国史各説Ⅻ(2)

2611136600
2611112700
2421170600
2421175410

2

通年・半期科目

●政治思想史Ⅰ(2) ●政治思想史Ⅱ(4)

半期科目 半期科目

●歴史地理学A(2) ●歴史地理学B(2)

●外国史各説Ⅰ(2) ●外国史各説Ⅱ(2)

●外国史各説ⅩⅢ(2) ●外国史各説ⅩⅣ(2)
●外国史各説ⅩⅤ(2) ●外国史各説ⅩⅥ(2)

●外国史各説Ⅲ(2) ●外国史各説Ⅳ(2)
●外国史各説Ⅴ(2) ●外国史各説Ⅵ(2)
●外国史各説Ⅶ(2) ●外国史各説Ⅷ(2)

2

●仏教史Ⅰ(2) ●仏教史Ⅱ(2)

●西洋史特講ⅡA/B(2)
●西洋史特講ⅣA(2)
●外国史学文献史料講読Ⅱ(4)
●外国史学文献史料講読Ⅳ(4)
●外国史学文献史料講読Ⅵ(4)
●外国史学文献史料講読Ⅷ(4)
●外国史学文献史料講読Ⅹ(4)

●社会経済史Ⅰ(2) ●社会経済史Ⅱ(4)

2531152401/2

2311190700
2311190700

●地誌学(4)

2113149000

2531152501/2
2531152601/2
2531152701/2
2531152801/2
2551062501/2
2311048700

2･3

●東洋史特講ⅠA/B(2)
●東洋史特講ⅡA/B(2)
●東洋史特講ⅢA/B(2)

●考古学特講Ⅴ(4)
●考古学特講Ⅷ(4)

2･3 2･3

その他の科目

●外国史学文献史料講読ⅩⅥ(4)
●外国史学文献史料講読ⅩⅣ(4)

●考古学各説Ⅱ(4)
●考古学各説Ⅳ(4)
●考古学特講Ⅱ(4)
●考古学特講Ⅳ(4)
●考古学特講Ⅵ(4)

●外国史学文献史料講読Ⅸ(4)
●外国史学文献史料講読ⅩⅠ(4) ●外国史学文献史料講読ⅩⅡ(4)
●外国史学文献史料講読ⅩⅢ(4)
●外国史学文献史料講読ⅩⅤ(4)

●考古学各説Ⅰ(4)
●考古学各説Ⅲ(4)
●考古学特講Ⅰ(4)
●考古学特講Ⅲ(4)

3年次に履修することが望ましい

◆日本史史料講読Ⅱ(4)
◆日本史史料講読Ⅲ(4)
◆日本史史料講読Ⅳ(4)

3

選択必修③(4単位)
2年次に必ず履修

選択必修②(4単位)
2年次に履修することが望ましい

通年科目
◆日本古代史(4)

2
◆日本中世史(4)
◆日本近世史(4)
◆日本近代史(4)

選択必修④(8単位)

科目NO.
2541121610
2511077100
2551160150
2551025110
2531151410

通年科目
◆日本史史料講読Ⅰ(4)

■日本史概説(4)
■日本史学史(4)

通年科目
◆西洋史概説(4)
◆史学概論(4)
◆日本考古学概説(4)
◆外国考古学概説(4)
◆東洋史概説(4)

ＤＰ（1～5）

2

選択必修①(8単位)

通年科目

■日本史学演習Ⅰ(4)

必修(2単位) 必修(4単位) 必修(12単位)
通年科目

■日本史学演習Ⅱ(4)

専門演習
・

卒業論文
（コア科目）
（18単位） ■卒業論文(8)

教養教育科目
（人文：4単位、
社会：4単位、
自然：4単位、
計12単位）

人文分野
通年科目もしくは半期科目

人文分野科目（2もしくは4）
社会分野

自然分野

前期科目
ライフデザイン分野

新入生セミナー(2)

前期科目 後期科目
日本国憲法(2) 法学の基礎(2)

前期科目 後期科目
ICTリテラシー(2) 自然分野科目(2)

48単位

前期科目

外国語科目
（12単位）

ドイツ語・フランス語・中国
語・スペイン語・ロシア語ⅠAa
のいずれか1科目(1)

前期科目後期科目 後期科目

ドイツ語・フランス語・中国
語・スペイン語・ロシア語ⅠBa
のいずれか1科目(1)

ドイツ語・フランス語・中国語・スペイ
ン語・ロシア語ⅠAbのいずれか1科目
(1)

ドイツ語・フランス語・中国語・スペイ
ン語・ロシア語ⅠBbのいずれか1科目
(1)

履修モデル単位数 48単位 36～44単位 24～36単位 16～32単位

保健体育科目
（2単位）

通年科目

3・4

広域選択：18単位 各科目区分の卒業必要単位数を超えて修得した単位

年間履修制限単位数

ドイツ語・フランス語・中国
語・スペイン語・ロシア語Ⅱ
Baのいずれか1科目(1)

ドイツ語・フランス語・中国語・
スペイン語・ロシア語ⅡBbのいず
れか1科目(1)

ドイツ語・フランス語・中国語・
スペイン語・ロシア語ⅡAbのいず
れか1科目(1)

2年次科目分野 1年次 4年次3年次

通年科目

専門選択科目
（16単位）

専門教育科目：
76単位

■必修：
26単位

◆選択必修：
24単位

●選択：
26単位

宗教教育科目
（4単位）

通年科目

仏教と人間(4)

全学共通科目：
30単位

健康・スポーツ実習(2)

英語ⅠAa(1) 英語ⅠAb(1)

英語ⅠBa(1) 英語ⅠBb(1)
3・4 3・4

3・4

ドイツ語・フランス語・中国
語・スペイン語・ロシア語Ⅱ
Aaのいずれか1科目(1)

専門必修科目
（32単位）

必修(4単位)
通年科目

48単位 48単位 48単位

●日本史特講Ⅰ(4)

●日本史特講Ⅳ(4)

●日本史特講Ⅱ(4)
●日本史特講Ⅲ(4)

◆古文書研究Ⅰ(4)
2・3

◆記録史料学Ⅱ(4) ◆古文書研究Ⅱ(4)

前期科目
ライフデザイン分野

後期科目
キャリアデザイン（2）(2) キャリアデザイン（3）(2)

その他の科目（輪番開講）
通年・半期科目 通年・半期科目

優先して履修すべき科目

●日本仏教史(4)
通年科目

1・2
●日本文化史(4)

●外国史学文献史料講読ⅩⅦ(4) ●外国史学文献史料講読Ⅷ(4)

33

通年科目 通年科目
◆記録史料学Ⅰ(4)

2・3

2･3
2･3

●日本史特講Ⅴ(4)
●日本史特講Ⅵ(4)
●日本史特講Ⅶ(4)

●日本史特講Ⅸ(4)

2・3

3年次に履修することが望ましい

●日本史特講Ⅷ(4)

●考古学特講Ⅶ(4)

●西洋史特講ⅠA/B(2)
●西洋史特講ⅢA/B(2)
●外国史学文献史料講読Ⅰ(4)
●外国史学文献史料講読Ⅲ(4)
●外国史学文献史料講読Ⅴ(4)
●外国史学文献史料講読Ⅶ(4)


